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研究要旨

【目的】日々の記録を用いて自分の心理や行動を振り返るアプローチは，認知症ととも

に生きる人たちがストレスに対する心理的コーピングやセルフケアを高める可能性があ

る．日記等を用いたコーピングの支援方法を具体的に検討するために，日記等をつける

認知症の人たちが，どのような内容を記述して，どのような意味や効果を見出している

のか明らかにした．

【方法】認知症の人たちが日記等を心理的ストレスや日々の問題への対処に利用可能

か，文献調査（非系統的）を行なった．認知症の診断後に日記等をつける習慣がある人

5 名を対象に，個別インタビューで日記等の記載内容や書き方・見返し方について事例

調査を行った．録音データから逐語録を作成した上で，コード化してカテゴリーに分類

し，事例毎の特徴を分析した．

【結果及び考察】文献調査からは，日記等の記録は質的研究のデータ収集方法として主

に利用されていたが，介入方法としての利用はなかった．

インタビュー調査から，日記の内容は主に自分の行動やその日の出来事など生活そのも

のを客観的事実として率直に記録したものだった．日記をつけることには，忘れること

への不安から開放する備忘録，トラブルから身を守るための行動の証拠作り，その日の

心身状態の確認、その日を自分らしく生きたことの記録，といった主観的意味があり，

自分らしい自立した生活を送るために役立てていた．日記を読み返すことは，行動の失

敗に気づき，自分の心身状態を観察し，生活のための履行確認することに役立つ反面，

孤独な自分や愚痴が多くなった現在の自分に気づいて前向きな気持ちを失う副作用があ

った．

日記等を用いた支援介入は，認知症の人たちの問題焦点型及び情動焦点型のコーピング

を促して，生活の自立や主体性の維持に役立つ可能性がある．本研究で明らかになった

日記等のリスクとベネフィットの両面を踏まえて，介入の対象や方法を慎重に検討する

ことが肝要である．

Ａ．研究目的

認知症のある人たちが自分らしく社会生

活を送るための支援や環境づくりは高齢社

会における課題である 1,2．認知症とともに

生きる人たちは，障害を受け止め，変化に

対処し，模索しながら自分らしい生活を再

構築する 3．そのプロセスにおいて，認知

機能の障害のために日常的な失敗に気づか

ないことや状況を受容できないために二次

的に不安や抑うつを生じることもある 4,5．

認知症のある人たちがこのような困難を乗

り越えて生活を再構築するためには，疾患

や障害の特性を理解し，心理的ストレスや

生活上の問題に対処するコーピングが欠か

せない．

コーピングの獲得には障害やストレスの

ために生じている自分自身の心理・行動の

再解釈（認知的評価）及び，対処行動（コ
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ーピング）の形成が必要とされ，個人の内

省的・認知的プロセスを伴う 6．日記等で

日々の記録を書き，自分の心理や行動を振

り返るアプローチは，ストレスに対する心

理的コーピングやセルフケアのスキルを獲

得する方略として多くのエビデンスがある．

例えば，学生など若年者の自己省察や感情

表現を促す方法として 7,8，近年では高齢者

への支援として応用される 9-13．認知症の

ある人たちにも，日記等を書くことでコー

ピングを形成する手段となることが期待さ

れるが，これまでのところ実証されておら

ず，基礎的な検証が必要な段階である．

本研究では日記等の日々の記録を用いた

コーピングの支援方法を具体的に検討する

ために，日記等をつける認知症の人たちが，

どのような内容を記述して，どのような意

味や効果を見出しているのか明らかにした．

Ｂ．研究方法

１）研究デザイン

文献調査及び、インタビュー調査による

事例研究

２）文献調査

認知症の人たちが日記等を心理的ストレ

スや日々の問題への対処に利用可能か，文

献調査（非系統的）を行なった．認知症の

人たちが日記等をつけることはどの程度可

能か，どのような形態があるかを理解する

ため，従来の紙媒体の日記に限定しないで

ブログやフェイスブック，ツイッターなど

のソーシャルメディアを利用した日常的な

記録も調査対象とした．

３）インタビュー調査

【対象】認知症の診断後に日記等の日々の

記録をつける習慣がある人 5名

【方法】対面とオンラインを併用して，個

別に 1 時間程度の半構造化インタビューを

実施した．インタビューは自宅や通いの場

など本人にとって馴染みのある環境で実施

し，希望に応じて家族や担当ケアマネージ

ャー等の同席を依頼して，ご本人が安心し

て話せる環境設定に努めた．

【調査項目】日記等の記載内容，日記等の

付け方や見返し方，日記等を書くこと・見

返すことについての経験や考えをインタビ

ューで探索した．

【分析】録音データから逐語録を作成し，

コード化した．コードをカテゴリーに分類

して，事例毎に「日記の書き方」「日記を

書く目的」「書くことの主観的意味・効

果」「見返すことの主観的意味・効果」を

分析して記述した．コードは 2 名の研究者

がそれぞれつけて意見が分かれたものにつ

いては比較検討して合意形成した．カテゴ

リー化と事例毎のまとめは 2名で討議して

実施した．

【倫理面への配慮】

慶應義塾大学健康マネジメント研究科研

究倫理審査委員会倫理委員会の承認を得て

実施した（受理番号 2020-18）．

Ｃ．研究結果

１）文献調査

認知症の当事者を対象に日記など日々の

記録を書くことによる支援・介入方法の開

発や評価の研究は見つからなかった．日記

等は，主に質的研究のデータ収集方法とし

て可能性が検討され 14，実際に利用されて

いた．日記の記載内容の質的分析の事例報

告では，日記を心理的コーピングや症状理

解に活用していた 15．ブログやツイッター

などのソーシャルメディアの記載内容の質

的分析では社会発信の内容が多く，内省的

な内容の記載はポジティブな内容に偏る傾

向だった 16-18．

２）インタビュー調査

ケース 1．約 2 年前に初期認知症の診断を

受け，現在は家族4人で暮らす50代後半の

男性．診断前に「考えがまとまらない」と

感じながら就職活動をした時期に毎日大学

ノート 3 行程度の活動記録を始めた．日記

には自分が感じる「失敗」を書いておきた

いという意識があった．日記の意義は，必

要な時に思い出すヒントになるので一度忘

れてもよいと思えることや，認知機能低下

による自分の失敗の特徴や精神的限界の兆

候に自分で気づける状態にしておくこと．

そのための条件は，プライバシーがあり，

毎日続けられる形で，自分の行動を客観的

事実として記録することだった．
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ケース 2．約 10 年前に認知症の診断を受け

て娘と二人で暮らす 80 代男性．5 年前から

日々の「メモ」を始め，他にも「自習ノー

ト」「日誌」「予定表」を書き分ける．認

知症のために自分が社会的に弱い立場にあ

ることや、認知機能が衰えていくことに対

する認識や警戒心が根底にあった．そのた

め，「メモ」の記録はレシートなど客観的

証拠を含めて非常に詳細だった．日記等の

意義は金銭的な問題など社会生活上のトラ

ブル回避のために日々の行動の証明，認知

症の進行を防ぐ習慣，考えや知識を人に伝

える資料だった．

ケース 3．3 年前に認知症の診断を受けた

80代後半の女性．独居だが徒歩圏内に娘家

族が住む．10代の頃から日記を続けており，

1 年前の同じ日の出来事を 10 年間書き溜め

るタイプである 10 年日記を使っていた．

書くことはその日を過ごした証であり，思

い出を書き溜めた日記を自分史と呼んだ．

読み返すことは，近い過去との比較で今の

自分を確認したり，事実を確認したり，良

い思い出を選んで浸るという行為だった．

ケース 4．アルツハイマーと脳血管の混合

型認知症の診断を受けた 80 代独居男性．

通い介護をする娘と，行動や発言に関する

記憶違いによる言い争いが絶えなかったた

め，娘に促されて詳細な行動記録をつけ始

めた．日記を書くことは，生活の自立に必

要な事柄の記録であり，愚痴の捌け口とも

感じていた．見返すことで自立生活の履行

を確認し，忘れて腹を立てるという自分の

障害特性の理解に役立てた．娘と日記を供

覧して事実確認することで問題解決に利用

した．これらは，精神的に安定して，人に

頼りながら自立する生活の確立と安定化に

役立っていた．

ケース 5．約 2 年前に認知症の診断を受け

た 80 代女性．20 代前半で嫁いで以来，家

計簿とともに毎日 3 行程度で出来事や活動

の記録を書いた．認知症で心身の機能が低

下して，友人に先立たれて孤独を感じ，自

分の死を意識するようになった．生活や行

動の自立を奪われ，家計簿とともに活動を

記録して生活の自立に役立てるという日記

の目的を失い，書く内容が自分のことばか

り，愚痴ばかりになったと認識していた．

愚痴を残したくないという考えから書くの

を止め，書き溜めた日記も燃やした．

Ｄ．考察

インタビュー調査から，日記の記載内容

は主にその時あるいはその日の自分の行動

や出来事など生活そのものを客観的事実だ

け記録したものだった．日記をつけること

には，忘れることへの不安から自分を開放

する備忘録，トラブルから身を守るための

行動の証拠作り，その日の心身状態の確認、

その日を自分らしく生きたことの記録，と

いった主観的意味があり，認知機能低下を

自覚しながら自分なりの自立した生活を確

立し、送るために利用していた．その日や

近い過去の記載を読み返すことで，自分の

障害特性の理解や心身状態の確認，生活の

ための履行確認に役立てていた．より遠い

過去の日記を読み返すことで，心身状態の

変化の観察ができる反面，それによって孤

独な自分や愚痴が多くなった現在の自分に

気づいて前向きな気持ちを失う副作用もあ

った．その他の個別の利用法として，書い

て・見返し・思い出すというプロセスを反

復することで認知症の進行予防の習慣にし

たり，自分の筆跡で書かれた疑いようのな

い事実を家族と供覧して確認することで問

題解決や精神的安定に役立てていた．

Ｅ．結論

認知症のある人たちの日記等の活用方法

は，忘れることや心身の衰え，自分の社会

的立場などに対し非常に自覚的だった．そ

の上で，書くこと・読み返すことを通して，

生活の自立や精神状態の安定など問題焦点

型及び情動焦点型のコーピングに効果的に

利用していた．一方で，本人が心身の衰え

に悲観し，主体性のある生活を諦めると，

日記が自分の辛い現状を気づかせて，さら

に悲観させる反作用を認めた．今後，日記

を用いた支援方法を開発する際には，本研

究で明らかになった日記のリスクとベネフ

ィットの両面を踏まえ，対象や方法を慎重

に検討することが肝要である．
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Ｆ．研究発表

1.  論文発表

なし

2.  学会発表

なし

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況

1. 特許取得

該当なし

2. 実用新案登録

該当なし

3.その他

該当なし
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